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北病棟チームカンファレンス記録

平成２１年　１０月　２２日（木）

司会　中野　円香　　　　記録　中村　佐智子

	市島
	佐々木
	松橋
	中野
	滝田
	小泉
	岩藤
	本川
	小林
	

	○
	深夜
	○
	○
	○
	欠勤
	準夜
	公休
	公休
	

	赤坂
	加藤
	中村
	音喜多
	水上
	半澤
	山田
	荒木田
	佐藤

（栄）
	

	○
	○
	○
	深夜
	準夜
	○
	業務
	公休
	公休
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・八戸市内での新型インフルエンザの流行が本格化して来ています。注意報レベル（今後4週間以内に大きな流行が発生する可能性がある）の為、いつ・どこで感染してもおかしくない状況である事から、出勤前の体調管理を怠らず健康管理や体調変化に十分に留意して下さい。法人職員でもインフルエンザ罹患者が1名発生しています。患者様へのリハプロ・ＯＴから戻った際の手洗い・うがい・トリゾン消毒を徹底していきましょう。

・感染管理対策委員会より、職員用のインフルエンザ予診表が届きました。ピンクの棚の下から2段目に入っています。接種時、使用してください。

・10/23（金）、消防署の査察があります。SGMが対応します。

・広報・記録委員会より、FORの秋・冬用の写真を10/30（金）まで募集していますので、松橋Nsへ提出してください。

・10/29（木）の実地指導に向けて、各自でカルテチェック等を行っていますが、両面印刷の用紙が表裏が逆になっている、面会票や皮膚科箋などの並び順がバラバラとなっている事があります。間違いのないように確認をしましょう。

※間違いやすい順番

【白紙】面会状況一覧表（表）→外出泊状況一覧表（裏）

【緑紙】転棟状況一覧表（表）→作業療法実施状況一覧表（裏）

※毎月のフォーカスに挟む際に間違いやすい順番

精神療法実施記録→医師の診療記録→非定型抗精神薬治療計画及び指導内容（対象者のみ）→皮膚科治療箋（対象者のみ）→作業療法経過記録→入院生活技能訓練療法（SST）→リハビリテーションプログラム実施記録→日常生活支援能力評価票→面会票→外出泊願い→外出泊記録→各検査伝票

＜患者様連絡事項＞

・木村　梅子様…医療外経費の未払いがあるとの事で、10/23（金）または10/24（土）にご家族（弟様）が来院する予定となっています。今後の支払い方法について検討する事となっています。その際、医事Tの梅舘さんとソーシャルワーカーが対応し主治医へも情報提供を行って下さる予定となっています。現在までの状況を主治医へ情報提供しています。また、終了後に面会に来て頂く事としています。

・田野端　忠夫様…インフルエンザ予診票について、ご家族からの返送がない状態です。10/30（金）にワクチン接種を行う予定となっています。日中連絡が取れていない為、29日までに送って頂く様、本日の準夜帯で引き続き連絡をお願いします。

・稲垣　恵利子様…10/22（木）16：00～10/23（金）10：00まで、外泊となっています。送迎時のいずれかでご家族へ疾病教育を実施する予定としています。また、今後は月1回の外出泊を促して行く予定です。外泊時、本人の冬物の衣類を数枚持ってきて頂く様、伝えていきます。帰院時に確認をして下さい。小遣いについて、今後、当院の小遣い日（第4金曜日）までに入金をして頂くよう、説明をしていきます。

・伊藤　雄一様…ご家族（妹様）が来院され、今後の方針を確認しご家族のサイン

欄へサインを頂いています。妹様より「本人も病識がなく、言う事を聞いて貰えない」と話され、入院継続か施設入所を希望されています。また、ご家族へ疾病教育を実施しています。

・八木橋　牧雄様…兄様が来院され、廃車手続きの為の外出に行かれています。役場へは今後は出向かなくても良いとの事でした。また、ご家族へ今後の方針を確認し、来年の5月頃に退院予定としています。1ヵ月前（4月）は、退院に向けての準備を行う必要がある事を伝えています。アパートの賃貸に関しては、清水さん（親戚）とも相談をしていくとの事でした。受け持ち担当スタッフは、退院に向けた外出・外泊訓練、一人での過ごし方などのプランを立案して下さい。

＜皮膚科診察＞

・今週は変更ありません。

＜患者様ミーティング、日常生活支援評価・検討＞

・先日検討を行った買い物の人数・曜日については、11/2（月）より開始となります。10/26（月）のナイトプログラムにて変更・決定事項については報告を行う予定です。

・患者様ミーティングにて、次期会長が滝田英人様、副会長が駒木洋士様、書記が八木橋牧雄様に決定しています。

・製氷皿が1つ、中心部に穴が開いており使用出来ない状態であります。患者様用経費にて製氷皿の購入をする事としています。

＜リハビリテーションプログラム担当より＞

・毎日、午前と午後に実施した際は物品の確認を行っていますが、破損・修理等はすぐに報告を行って下さい。修理伝票の提出先は佐々木JGMとなります。

・体育館準備室の管理は、現在は西病棟となっていますがプログラム等で物品を使用した際に適当に物を置いていく等の乱雑さがあるとの報告があります。プログラム時に使用した物品は、きちんと元の場所に戻すようにして下さい。

・パソコンへの記入時、項目が未記入であるにも関わらず回覧を行っている時があります。回覧の担当となった際は、最後に確認を行ってから回覧を行いましょう。また、回覧タイトルの間違いもありますので、間違いのないようにしましょう。

・毎週木曜日は各病棟にて日常生活支援を実施している為、体育館の使用がありません。パソコンの物品・破損状況の確認に関しては西病棟が確認・記入を行う事になりました。

＜Dr安ヶ平のケースカンファ＞

・大上　なみ様…右膝痛があり、ナパゲルン軟膏（消炎鎮痛剤）が1本処方となっています。引き続き、軟膏の使用頻度や使用量、疼痛の有無、程度について確認を行っていきましょう。

・上村　みわ様…静かに座って診察を受ける事が出来ています。「超音波で教えてくれる。身長が伸びると言っている」と、幻聴に左右された発言が聞かれ、また、「退院はいつですか？」と質問され、主治医より検討して行く事を説明されると納得する事が出来ています。

看護研究について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市島　正江SGM

研究はいかに目的を達成し、期待する成果をあげられるかは、計画の段階でほぼ決定する。確かな成果を挙げられる計画となるよう、研究計画書の作成を丁寧に行う。

研究テーマ・・研究疑問は何なのか。

　　　　　　　適切なキーワードをいれて完結にまとめる

　　　　　　　詳細な内容についてはサブテーマをつける

　　　　　　　誰を対象とすればよいのか、量的研究・質的研究となるのか、どのような情報を得ればいいのか

問題の所在・・テーマの選定に至った経緯を記述

　　　　　　　何を疑問に思ったから研究が始まったか、

どうしてそれが疑問なのか

文献を調べて解決した事は何で、未解決な問題はなんだったか

など、研究開始当初の思いを記載

→　論文達成の段階では、「はじめに」「序論」に役立つ

研究の目的・・研究活動のゴールとして目指すもの、得たい効果を端的に、明確に記載

　　　　　　　1文には目的1つだけ記載し、研究1件あたりの目的は2～3つまでにとどめるとよい　

研究計画・・・研究方法、対象者、期間、データ収集の方法、データ分析の方法、倫理的配慮などの計画を記載

資料・・・・・研究に使用する書類など添付。「研究協力依頼書」「研究説明依頼書」「同意書」「アンケート用紙」「インタビュー内容」など、研究に関わるすべての書類についての審査を受ける必要があるからです。これらの内容からも、倫理的配慮がなされているか検討。

データ収集と分析方法

　　　　　　　得た情報をどの様に集計し、分析しようとしているのか。質的研究であれば、どのような概念枠組みで分析を行うのか、比較検討をする

集計結果をどのように見せるか

　　　　　　　「何を読み取ってもらいたいか」によって「見せ方」を工夫する必要がある。時間が限られたプレゼンテーションでは、いかにわかり易く視覚に訴えるかが勝負。

「結果」と「考察」は区別

「結果」・・今後の見通しや研究の限界を示す。

「考察」・・自分が立てた研究疑問に回答する作業。研究をするにあたり、「研究の目的」を設定。それに呼応させ、データから判明した事実を述べる。要するに、主要な知見を要約したり、先行研究の結果と比較したり理論と照らしながら、結果の意味するところを考察。
















































